＜養子と里親を考える 会 の 会 則＞
第１条（名称）　本会は、養子と里親を考える会（Society for Study of Adoption and Foster Placement of Children)と称する。
第２条（目的）　本会は、社会的養護を必要とする子どもの養子制度および里親制度の改革、その他関連諸制度の研究および改革を目的とする。
第３条（事業）　本会は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。
　１、養子制度および里親制度の研究
　２、国内、国際情報の交換
　３、国際機関および諸外国の養子・里子に関する専門家との交流
　４、その他、本会の目的を達成するために必要な事業
第４条（会員）　本会の会員は、正会員、学生会員、および購読会員とする。
　１、正会員、学生会員は、本会の目的に賛同し、所定の会費を納め活動に参加する。
　２、正会員の会費は、年額 4,000円とする。
　３、学生会員の会費は、年額3,000円とする。
　４、購読会員は機関誌などの定期購読をする者とし、会費は年額 2,500円とする。
第５条（組織及び運営）　本会の事務局を神奈川県相模原市青葉2丁目２－１和泉短期大学平田研究室内とする。
本会の資料室を東京都文京区弥生２丁目１２番２―３０１号 菊池方とする。
第６条（経費）　本会の運営に要する経費は、会費及び寄付をもってこれにあてる。
第７条（支部の設置）　本会は、総会または理事会の決議を経て支部を置くことができる。
第８条（役職）　本会は、総会の決議をもって次の役職を置く。理事長１名、副理事長1名、理事若干名、
事務局長１名、会計1名、書記1名、編集部１名、監査２名。
本会は、顧問を若干名置くことができる。顧問は理事長が委嘱する。
第９条（理事会）　理事会は総会の決議にしたがって、会務の執行にあたり、理事長は理事会を統括する。
第10条（監査役）　監査役は、監査の結果を総会に報告する。
第11条（役職の選任と任期）　役職は総会において選任され、任期を二年とし、再任を妨げない。
第12条（総会）　総会は、定期総会および臨時総会とし、定期総会は、毎年１回開催する。
第13条（会計年度）　会計年度は毎年４月１日に始まり、翌年３月31日をもって終わる。
第14条（機関誌の発行）　本会は機関誌「新しい家族」を発行する。
　１、「新しい家族」編集部を資料室に置く。
　２、「新しい家族」の制作および発行に係わる費用は、会費および寄付金をもってこれにあてる。

付則　本会則は昭和57年（1982年）11月18日から施行する。
　　　 本会則の一部は平成16年（2004年）11月27日をもって改正する。
本会則の一部は平成19年（2007年）6月30日をもって改正する。
本会則の一部は平成21年（2009年）6月27日をもって改正する。
 
事務局住所：〒229-8522神奈川県相模原市青葉２丁目２－１和泉短期大学平田研究室内
会専用電話/FAX：０４６－２７２－８７５０
会専用携帯電話：０８０－６７７３－４８８８
会のe-mail :　atarashiikazoku@yahoo.co.jp
「養子と里親を考える会」役員
（2007年度定期総会～2009年度定期総会）
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